


要求にこたえるべくKD610材の開発を行った4）。これに
より，6061 材に比較して約 10％強の軽量化が達成され
た。図2には各種アルミ合金の耐力と軽量化率の関係を
示す。
　一般的に，基本成分（Si，Mg，Cu など）または遷移元
素（Mn，Cr，Zr など）の成分添加のみでの高強度化は，
靭性や耐食性を大きく低下させる。このため，靭性・耐
食性低下防止には，各製造プロセスにおいて未再結晶化
および亜結晶粒化とするための改善が必要とされる。以
下にその改善点について述べる。
（1）鍛造温度の高温化
　アルミの熱間加工においては，下部組織として微細な
亜結晶粒を形成することによって耐力を高められること
が知られている 5）～ 7）。亜結晶粒組織を得るためには，鍛
造温度を高温化し，鍛造時に形成される転位密度を減少
させて回復組織とすることが必要である。図 3に，鍛造
後，T6 処理した 6061 合金の耐力値と結晶粒径，亜結晶
粒径との関係を示す。亜結晶粒組織る転位密度Ｚ耐力澰

弁 痤 ~臋手），針）

促ガ
廓粒 ╰コ゚








